
近
世
村
落
に
お
け
る
身
分
階
層
と
家

上
村
正
名

近
世
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
村
落
の
社
会
構
成
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
や
地
方
に
よ
り
異
っ
た
様
相
を

示
し
て
い
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
信
州
松
代
藩
内
村
々
の
身
分
階
層

制
は
、
そ
の
複
雑
な
こ
と
で
知
ら
れ
、
先
学
の
論
文
も
い
く
つ
か
発
表
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
百
姓
は
一
打
百
姓
と
呼
ば
れ
、
そ
の
も
と

に
、
別
家
、
借
地
別
家
、
合
地
、
家
来
、
帳
下
、
借
屋
な
ど
の
肩
書
を
持
つ
、

判
下
層
と
一
括
さ
れ
る
同
族
の
、
も
し
く
は
同
族
に
組
糸
こ
ま
れ
た
従
属
層

が
お
り
、
一
打
百
姓
に
隷
属
し
て
い
た
、
と
捉
え
る
研
究
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。
同
藩
高
井
郡
沓
野
村
の
五
人
組
帳
の
記
載
例
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ

る
（
『
文
久
二
戌
年
二
月
五
人
組
御
書
上
帳
』
よ
り
）
。

年
三
十
九
母
妹

一
文
助
⑳
年
七
十
こ
や
年
三
十
五
こ
め

養
子

年
三
十
久
作

借
地
別
家
女
房
子

年
三
十
五
喜
太
郎
年
三
十
四
よ
と
年
セ
ツ
庄
之
助

別
家
女
房
子

年
五
十
七
仙
蔵
年
五
十
四
と
り
年
二
十
六
徳
三
郎

帳
下
子
子

年
四
十
三
き
い
年
十
九
権
右
衛
門
年
五
シ
い
ょ

右
の
例
で
は
、
文
助
が
一
打
百
姓
で
あ
り
、
印
を
所
持
し
て
い
る
。
別
家

以
下
の
判
下
層
は
自
己
の
印
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
五
人
組
帳
や
宗
門
帳
に
は

捺
印
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
百
姓
連
判
状
な
ど
で
は
、
一
打
百
姓
が
自
己

の
印
鑑
と
同
一
の
も
の
を
、
判
下
層
の
各
人
の
名
前
の
下
に
お
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
一
打
百
姓
は
自
己
の
判
下
層
に
対
し
て
は
、
公
的
な
責
任
を
負
っ

て
お
り
、
判
下
層
は
重
要
な
寄
り
合
い
で
は
発
言
権
が
な
く
、
し
た
が
っ
て

押
印
も
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
確
か

に
判
下
層
は
一
打
百
姓
に
隷
属
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
判
下
層
と
い
え
ど
も
、
年
貢
は
分
附
形
式
で
は
な
く
各
人
が
独

立
し
て
納
め
て
お
り
、
ま
た
、
夫
銀
も
一
打
百
姓
と
同
様
に
、
石
高
割
り
と

一
戸
毎
の
均
等
割
り
の
両
面
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
石
高
は
自
己
の
一
打

百
姓
よ
り
も
多
い
判
下
層
も
し
ば
し
ば
存
在
し
、
な
か
に
は
判
下
層
の
最
下

位
と
目
さ
れ
て
い
る
帳
下
で
あ
り
な
が
ら
、
沓
野
村
で
は
最
高
の
石
高
を
所

持
し
て
い
る
者
も
い
る
が
、
な
か
な
か
一
打
に
は
な
れ
ず
に
幕
末
を
迎
え

る
。
そ
の
一
方
で
、
石
高
が
一
斗
に
満
た
な
い
一
打
も
何
名
も
い
て
、
石
高

か
ら
の
み
階
層
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
一
打
だ
け
が
判
下

層
を
擁
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
に
は
別
家
に
属
す
る
帳
下
も
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
幕
末
に
は
判
下
層
も
実
質
的
に

は
本
百
姓
と
同
等
の
存
在
に
近
か
っ
た
思
わ
れ
る
。
本
百
姓
数
の
固
定
化
を

は
か
る
藩
の
政
策
に
よ
り
、
一
打
百
姓
へ
の
昇
格
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は

否
め
な
い
が
、
一
打
と
な
っ
た
別
家
は
何
軒
か
あ
る
。
本
家
で
あ
る
一
打
百

姓
が
自
己
の
判
下
の
昇
格
に
不
承
で
あ
れ
ば
論
外
で
あ
る
が
、
五
人
組
の
同

意
を
得
た
上
で
、
奉
行
所
に
願
出
る
の
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
判
下

層
も
一
打
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
別
家
で
あ
り
な
が
ら
、
時
代
の
経

過
と
と
も
に
借
屋
と
な
り
、
さ
ら
に
は
帳
下
に
転
落
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
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（
１
）

沓
野
村
の
身
分
階
層
は
、
上
州
伊
香
保
村
に
承
ら
れ
る
よ
う
な
中
世
的
な
身

分
階
層
制
を
近
世
に
持
ち
込
承
、
幕
末
ま
で
守
り
続
け
た
よ
う
な
固
定
的
な

も
の
で
は
な
く
、
判
下
層
も
本
家
の
意
向
に
よ
る
と
は
い
え
、
独
立
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
い
え
る
。
明
治
三
年
の
同
村
の
五
人
組
帳
の
控
え
に
よ

れ
ば
、
文
化
以
前
の
別
家
は
他
人
と
見
倣
し
て
五
人
組
の
最
後
に
記
し
、
文

化
以
降
の
新
し
い
別
家
ほ
ど
本
家
の
す
ぐ
後
ろ
に
記
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
沓
野
村
で
は
、
「
家
」
の
古
さ
の
序
列
が
経
済
力
よ
り
も
優
先
さ
れ
る

面
が
強
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
質
上
は
一
打
と
対
等
あ
る
い
は
対

等
以
上
の
経
済
力
が
あ
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
家
の
新
し
さ
の
ゆ
え

に
身
分
的
に
本
百
姓
の
下
と
承
な
す
村
落
の
慣
習
が
あ
り
、
村
独
自
の
倫
理

感
に
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
打
に
な
る
に
は
、
そ
の
村
に

「
家
」
と
し
て
存
在
し
て
来
た
年
月
の
長
短
も
問
題
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
同
時
に
、
抜
き
ん
で
た
資
力
も
備
え
て
い
な
け
れ
ば
、
や
は
り

一
打
昇
格
は
不
可
能
で
あ
り
、
士
地
を
所
有
す
る
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
っ

た
こ
と
が
石
高
帳
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

近
世
末
期
の
同
村
で
は
、
五
人
組
は
最
寄
り
の
組
合
わ
せ
で
は
な
く
、
一

打
百
姓
と
そ
の
判
下
層
を
ひ
と
つ
の
核
と
し
て
、
そ
の
核
が
い
く
つ
か
ま
と

ま
っ
て
、
ひ
と
つ
の
五
人
組
を
作
っ
て
い
て
、
ひ
と
組
の
構
成
戸
数
が
非
常

に
多
く
、
五
○
戸
以
上
の
組
も
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
五
人
組
帳
や
宗
門
帳

に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
水
呑
百
姓
も
多
数
い
た
こ
と
は
、
判
下
層
の
性
格

を
考
え
る
手
掛
り
と
な
る
。

強
固
な
血
縁
関
係
を
基
軸
と
す
る
近
世
末
期
の
村
落
に
お
い
て
、
一
軒
前

の
「
家
’
一
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
興
味
が
湧
く
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
拙
稿
「
近
世
伊
香
保
村
に
承
る
村
落
の
身
分
階
層
制
」
（
『
地
方

史
研
究
』
一
九
一
号
、
一
九
八
四
年
一
○
月
）

（
帝
京
大
学
・
民
俗
学
）
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